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●研究グループ：「アジアの国際ビジネス環境」

《国外》
出張者：田中　則仁（所員　本学経営学部教授）
出張先：JETRO バンコクセンター　他（タイ）
日　程：2024年 9月5日（木）～9月12日（木）
目　的：タイ進出日系企業の訪問調査

《国内》
出張者：田中　則仁（所員　本学経営学部教授） 
出張先：かごしま産業支援センター（鹿児島県） 
日　程：2024年9月29日（日）～9月30日（月）
目　的：地場産業の海外事業展開の調査

●研究グループ：「アジアにおけるコミュニティの再考」
　日　時：2024年4月19日（金）
　テーマ：「戦後台湾史からナショナル･コミュニテイを
　　　　　 かんがえる」 　　

　講演者 ： Jonathan Benda（Northeastern University 
　　　　　　Department of English, Boston MA)

「Formosa's "Borrowed Voice": George H. Kerr's 
Struggle to Chronicle Taiwan's Postwar Trauma

（フォルモサの「代弁者」—戦後台湾のトラウマを
記録するジョージ ･H・カーの闘い）」　　

　コメント：蘇瑤崇（台湾･静宜大学教授／
　　　　　　　　　 日本常民文化研究所客員研究員）
　　　　　  吉原　ゆかり（筑波大学教授）

●研究グループ：「アジア都市の生活圏」

　日　時：2024年 5 月22日（水）
　テーマ：「Touristification, gentrification, pandemic, 

and l iv ing her i tage: Recent urban 
transformations at a World Heritage Site 
and a non-UNESCO historic site」 

　基調講演：Khoo Suet Leng 准教授
　　　　　　(Universiti Sains Malaysia, School of Social 

Sciences)
「Urban transformations in a UNESCO 
World Heritage Site: case of George 
Town, Penang, Malaysia」（ユネスコ世界遺
産地区の都市変容：マレーシア・ペナン ジョー
ジタウンを事例として）

　話題提供：柏原　沙織 （所員　本学建築学部特別助教）
「Urban transformation of Hanoi Ancient 
Quarter and their modern trade streets as 
living cultural tradition」（ハノイ旧市街の都
市変容と生きた文化的伝統としての現代的な

「職業の通り」）
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共同研究グループによる出張

共同研究グループ主催による公開研究会

2024年度　アジア研究センター活動報告 2024年4月〜2024年9月

※講演者・出張者等の肩書は当該活動当時

【撮影地】タイ　【撮影者】田中　則仁（所員　本学経営学部教授）
【表紙写真】タイの急速な近代化の一方で、王室の菩提寺ワットプラケオは伝統と格式の美しさを維持している。


